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～三重県に生まれ育つすべての子どもに途切れのない支援を～ 

 

 

あすなろ学園市町支援課は、 

途切れのない支援システムの構築を推進しています。 

 

三重県に生まれ育つすべての子どもの発達保障・子育て支援をめざし、あすなろ学園は多くの 

市町と共働しながら、以下の取り組みを進めています。 

 ①発達総合支援室（保健・福祉・教育の一元化室）・機能の設置 

 ②「ＣＬＭ（チェック・リスト・in 三重）と個別の指導計画」による保育所・幼稚園での 

 早期発見・支援 

＊「CLMと個別の指導計画」は、子どもの育ちを見極め、適切な支援を行うためのツールです 

 ③みえ発達障がい支援システムアドバイザーの育成支援 

 

 

 『やってみせ 言って聞かせて させてみて 誉めてやらねば 人は育たず(山本

五十六)』この言葉をどこかでお聞きになったことがあると思います。例えば、「これ

から折り紙でチューリップを作りましょう。先生を良く見ていてね。最初は折り紙の

角をこう合わせて、こうでしょ、こうなるんだよ。みんなでやってみようか。良くで

きたね。」園の先生方は、山本五十六の言葉を特段意識せず、こんな会話を毎日教室

でされていると思います。こんな一連の動きをクラスの一人一人に上手く当てはめる

ための道具が「CLMと個別の指導計画」でもあります。 

新年度事業として、現場実習を終えられた学生さんを対象に大学、短期大学さんにご協力をお願いし

「CLM と個別の指導計画」の講座一コマを行おうとしています。このモデル事業を通し、県内の学生さん

に「CLM と個別の指導計画」が保育・幼児教育の三重県の基本パターンとなるようインプリンティングし

たいと考えています。 

保育士、幼稚園教員の皆さんは、「子どもが好き」、「子どもからも好かれたい」と思われていることでし

ょう。子どもたちには、何年たってもかわいがられた思いは残ります。自分を分かってくれた先生の記憶は

鮮やかによみがえります。「CLMと個別の指導計画」を使って記憶に残る先生になりましょう。あすなろ学

園はそんな先生を精一杯応援します。 

三重県の子どもたちが健やかに夢と希望を持って育ち成長できるよう、子どもたちがいつも笑顔でいられ

るよう、ご一緒にがんばりましょう。 

 

平成 28年 2月 小児心療センターあすなろ学園 管理部長 渡辺一政 

 



～県内外から 289名が参加～ 

 

平成 27年 11月 8日（日）に、三重県男女共同参画セン

ター「フレンテみえ」にて、「CLMと個別の指導計画」を

活用した発達支援の実践報告会を開催しました。 

「CLMと個別の指導計画」を活用した具体的な支援方法

やその効果を、今年度は 5つの市町（川越町、玉城町、長

野県飯田市、伊勢市、四日市市）に報告していただきまし

た。当日は、長野県・岐阜県・山梨県・和歌山県・滋賀県・

奈良県など他県からも多数の方にお越しいただき、県内外

の保健・福祉・教育等、子どもの支援に関わる 289名の方々

にご参加いただきました。どの報告内容もわかりやすく、

子どもたちの未来の為に今できる事を…と頑張っている取り組みばかりでした。 

報告会の最後には、あすなろ学園長より、それぞれの取り組みに対して栄誉を称え、表彰状と副賞が 

贈呈されました。    ＊ホームページに詳細を掲載していますので、ぜひご覧ください！ 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年少さんから継続して取り組んだで賞 

・・・・・・・・川越町 

・個別のプランで自己肯定感を高めたで賞 

・・・・・・・・玉城町 

・わかりやすく使いやすい環境に整えたで賞 

              ・・・・・長野県飯田市 

・わかりやすい支援でステキな保育になったで賞 

              ・・・・・・・・伊勢市 

・譲らずぶれない支援で子どもに自信をつけさせたで賞 

・・・・・・・四日市市 

アンケートにお寄せいただいたご意見・ご感想を一部ご紹介します  

・途切れのない支援、子どもに対してだけでなく、それは親、担任、周りをとりまく大人たちすべて、途切れなく

支援を考え取り組まれているシステムに改めてすごいと思いました。“アセスメント力”をどのようにしてつけ

ていくのか、この様な研修にどんどん参加させていただきたいと思いました。    ・・・・・・・・保育士 

・保育、教育、社会へとつなげる「ＣＬＭと個別の指導計画」だと思います。すべての社会へ広がってほしいです。 

・・・・・・・・福祉施設職員 

・私たちは日夜現場で子どもたちと向き合い、力量を高める努力を継続していくことの重要性を常に念頭に置かな

ければならないと改めて教えていただいたと思います。            ・・・・・・・・中学校教諭 

・気になる子の担任は、上手くいかない保育に自信を失くし、一人で抱え込んでしまうことが多い中、この取り組

みをすることで園全体の問題として捉え、苦しみを分かち合えるとともに多くの目でその子を見てもらえるので、

その子の良いところを気付かせてもらえ、効果的に子どもの育ちにつながる素晴らしいシステムだと思いまし

た。                                   ・・・・・・・・幼稚園教諭 

 



 

平成 27年 12月 6日（日）に、三重県教育文化会館にて

『みえ発達障がい支援システムアドバイザー研修会（ミニ

学会）』を開催しました。 

この研修会は、各市町において発達障がい児に対する途

切れのない支援を行うため、専門的な知識をもって地域の

リーダー的役割

を果たしている

「みえ発達障が

い支援システム

アドバイザー」

が、アドバイザー相互の協力により資質を高めるとともに、研修

会を通じて一層の専門性の向上を図ることを目的として毎年開

催されています。７回目の開催となる今年度は、「親支援の現在

（いま）」をテーマに、アドバイザーとして日ごろの取り組みを

通じ、意見交換を行いました。 

 

 

 平成 28年 2月 16日（火曜日）に、城山れんげの里にて、平成 27年度研修者報告会を開催しました。当

日は、研修者の所属する市町の関係者、今後研修者の派遣を検討している市町行政関係者など、74 名の参

加がありました。今年度の研修内容をあすなろ学園市町支援課より説明し、研修者 6名が一年間の研修成果

を報告しました。 

報告を聴いてくださった、派遣元市町の先輩アドバイザーおよび職員からの励ましの言葉を、アンケート

から抜粋して紹介します。 

 

・とても濃い研修、おつかれさまでした。今から市町の子どもたちのために、共にがんばりましょう。市

町をはなれてのつながりができたのは財産ですね。 

・「CLM と個別の指導計画」、あすなろ学園の支援・援助について理解が深まりました。環境の整え、視

覚支援など目に見える支援のスキルアップだけでなく、子どもの困り感に寄りそうこと、愛情を持って信

頼関係を作ることなど、実践報告より沢山の学びがありました。戻ってみえて、一緒に支援のスキルをみ

がけることを、うれしく思います。よろしくお願いします！！ 

・初めての経験ばかりで苦労もあったと思いますが、今日の報告を聞いて我々も知らなかった研究に打ち

込んでいたことを改めて知ることになり、よくがんばられたな…と拍手を送ります！！ 4月からはより

いっそう充実した専門家集団の一員となりますね。期待しています。 

・年々アドバイザー研修がバージョンアップしているように感じます。研修者のみなさん全員、はなまる 

です！！ アドバイザー全員が協力し合って、途切れのない支援がんばりましょう！！ 

講演「親支援の現在（いま）」 

ＮＰＯ法人特別支援教育サポートセンター 

稲田久美子 先生 

 

シンポジウム「親支援 ア・レ・コ・レ」 

四日市市・鈴鹿市・松阪市 



 

菰野町の発達支援係は、“子どもの成長に合わせた途切れのない支援”をめざ

し、子ども家庭課内に開設されて４年目になりました。現在、係長、保健師、

家庭児童相談員、保育士、みえ発達障がい支援システムアドバイザー（保育士）

の計５名で発達支援業務を行っています。また今年度は、あすなろ学園での「み

え発達障がい支援システムアドバイザー研修」に、男性保育士１名を受け入れ

て頂いており、４月から菰野町の発達支援がより充実していくことを楽しみに

しているところです。 

 発達支援係は、同じ課内の子育て支援係や保育幼稚園係、そして教育委員会の教育課と共に、会議や日々

の情報共有を通して連携を図り、母子手帳発行時から子どもとその保護者へのサポートを行っています。保

護者とお会いした時には、気軽に声をかけあい何でも相談できる関係づくりを第一に、職員同士も協力し合

って進めています。 

 また町内 9園全園では、フリー主任保育士・幼稚園教諭を発達支援の特命に任命し、その特命主任をリー

ダーとして「ＣＬＭと個別の指導計画」の取り組みを行い、発達支援手法の充実と、職員のスキルアップに

つながるよう日々奮闘中です！！ 

 今後もあすなろ学園さんの情熱溢れるご指導を頂きながら、支援の向上に努めたいと思っております。 

よろしくお願い致します。 
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みえ発達障がい支援システムアドバイザー総会・「ザ・春 研修会」 

 平成 28年 4月 20日（水曜日） 城山れんげの里 対象：みえ発達障がい支援システムアドバイザー 

途切れのない発達支援研修会 市町ワークショップ 

 平成 28年 5月 7 日（土曜日） 四日市市文化会館 

 平成 28年 5月 28日（土曜日） 津市芸濃庁舎 

 平成 28年 6月 11日（土曜日） 三重県伊勢庁舎 

 平成 28年 6月 19日（日曜日） 尾鷲市中央公民館 

対象：保育士、教員、関係行政職員等 

あすなろシンポジウム （「ザ・夏 途切れのない発達支援研修会」と合併） 

 平成 28年 8月 26日（金曜日） 三重県総合文化センター内 三重県文化会館中ホール 

対象：県民一般 

「CLMと個別の指導計画」を活用した発達支援の実践報告会 

 平成 28年 11月 13日（日曜日） 三重県総合文化センター内 フレンテみえ多目的ホール 

対象：保育士、教員、関係行政職員等 

みえ発達障がい支援システムアドバイザー研修会「ミニ学会」 

 平成 28年 12月 4日（日曜日） 三重県教育文化会館 対象：みえ発達障がい支援システムアドバイザー 


